
金
問
開
古
政
志
巷
世
五

E
、
今
は
連
飽
ま
ゐ
り
、
此
皮
死
な
ん
と
存
宇
。
さ
れ
ど
も
た
ど
退

い
て
は
傍
笠
の
思
は
ん
所
も
無
念
也
。
ま
た
黒
間
剛
被
も
道
裂
を
知
ら

ぬ
人
民
て
も
な
し
。
此
趣
を
黒
山
川
殿
へ
直
に
巾
入
れ
、
共
上
に
若
し

罪
科
陀
逢
ふ
と
て
も
悔
た
き
も
の
を
と
訟
も
ひ
定
め
、
黒
抑
制
の
前

へ

出
で
、
始
め
よ
り
の
存
念
抽
出
ら
宇
巾
し
け
り
。
奥
市
聞
い
て
、
い
さ

ぎ
よ
し
/
¥
。
平
々
あ
れ
へ
参
る
べ
し
。
但
し
明
日
共
方
が
首
は
梨

取
る
べ
し
。
随
分
働
き
候
へ

と
あ
ざ
笑
ひ
て
申
波
す
。
只
今
の
言
葉

必
や
忘
れ
申
す
た
、
い
ざ
最
後
の
益
せ
ん
と
て
、
奥
市
三
一
生
容
ん
で

平
左
衛
門
に
さ
し
け
れ
ば
.
平
左
衛
門
川
立
っ
て
前
織
し
‘
御
窓
之
総

難
v
有車中
v
存。

此
上
は
早
敵
味
方
也
。
然
ら
ば
肱
外
御
菟
被
ν
下
と
‘

奥
市
へ
盃
を
さ
し
け
れ
ば
‘
奥
市
快
く
一
吾
ま
れ
け
り
。
共
時
平
左
街

門
巾
し
け
る
は
、
明
日
発
へ
参
り、

若
し
飢
軍
陀
成
候
て
も
白
乍
ν
恐

御
首
は
必
中
私
取
可
ν
申
。
師
叩
く
主
君
と
級
み
し
都
な
れ
左
も
、
御
免

被
ν
下
候
へ
と
巾
し
け
れ
ば
、
奥
市
申
す
ま
で
も
な
し
、

互
の
事
也
と

有
り
け
れ
ば
、
平
左
衛
門
技
候
と
て
、一

座
の
者
に
も
磁
俄
を
の
ペ
、

連
制
山
の
方
へ
愈
ぎ
け
り
。
天
時
な
る
武
士
哉
と
感
じ
け
り
。
さ
て
辿

慌
の
前
へ
行
き
、

始
絡
の
郡
北
ハ
語
り
出
し
て
、
洞
は
袖
を
ほ
し
あ
へ

宇
。
と
か
く
す
る
内
陀
夜
も
明
方
に
近
付
き
ね
れ
ば
、
時
分
は
能
き

柑肘ゐ
‘
魚
津
よ
り
能
登
へ
腕
り
入
り
、
叩
棚
木
械
に
於
て
一
職
K
打
勝

ち
、
敵
将
来
迎
を
討
捕
り
て
.
油
開
泌
を
埠
郁
ひ
.
能
州
主
千
治
せ
し

む
。
述
能
一
分
の
武
功
、
巡
廷
に
n
I
E
褒
め
け
り
と
。
州
芯
健
臨
時

飴
考
に
一
再
ム
。
辿
飽
印
ち
兵
一
千

E
終
ゐ
て

.
五
月
十
三
日
魚
津
E

殻
し
棚
木
陀
赴
く
、
既
に
樹
木
K
到
り
、
廿
二
日
間T
旦
よ
り
政
減
す
。

長
奥
市
長
越
正
門
の
郎
外
へ
進
み
苦
戦
す
。
鈴
木
因
幡
は
背
門
を
逃

攻
す
る
に
.
景
速
ま
た
背
門
外
へ
出
で
血
践
し
、
鈴
木
等

一日
一
敗
走

す
れ
ど
も
、
閉
継
し
て
再
び
披
兵
を
挫
宮
、
未
の
刻
陀
及
ん
で
城
中

へ
飢
入
し
.

H
M
迩
と
鈴
木
源
内
と
接
撃
し
源
内
戒
を
被
る
を
、
小
林

平
左
術
門
之
を
見
て
教
ひ
来
り、

途
陀
長
越
を
討
取
り
、
長
一
辿
が
幣

せ
し
氏
房
の
万
を
斬
首
に
副
へ
て
‘
小
林
之
主
出
す
。
即
ち
此
の
原

委
主
魚
津
へ
官
上
す
。
涯
ね
て
岡
伎
を
以
て
、品
川
辺
が
首
E
mI
廿
凶

日
質
検
に
入
れ
、
安
土
へ
も
能
逃
す
。
註
に
一
耳
ふ
。
興
市
大
剛
の
者
・

初
め
鈴
木
因
憾
と
交
悲
し
、
因
怖
く
み
敷
け
る
庭
へ
小
林
馳
せ
っ

き
・
奥
市
を
討
取
る
と
也
e
小
林
は
此
前
日
ま
で
奥
市
に
仕
へ
・
前

日
暇
を
乞
ひ
‘
辿
能
医
師
す
と
也
。
印
ち
今
の
長
氏
の
家
臣
小
林
平

左
術
門
の
組
也
。
叉
右
氏
房
の
刀
は
、
按
や
る
に
世
に
所
v
荊
丈
木
の

刀
な
る
べ
し
。
此
丈
木
の
刀
は
、
能
州
四
即
誼
の
後
一
巡
龍
之
を
国
組
へ

金
滞
古
剛
山
志
岱
廿
五

O 

ぞ
と
云
ふ
ま
‘晶
、
物
見

E
mし
.
小
林
は
先
手
に
加
り
、

棚
木
披
へ

抑
寄
せ
け
り
。
互
に
帥
同
胞
は
じ
め
つ
与

、
程
な
く
鑓
・太
刀
打
に
成
り

ね
れ
ば
、
田
町
測
が
倣
く
づ
れ
立
ち
て
同
士
打
す
。
梨
市
甚
だ
怒
っ
て
、

大
勢
の
中

へ
懸
込
み
.
四
角
八
方
K
切
ま
く
り
、師
甘
く
休
み
居
た
る

時
、
小
林
平
左
衛
門
走
せ
来
り
‘
太
刀
打
は
慮
外
也
、
力
だ
め
し
仕

ち
ん
と
飛
懸
り
、
む
?
と
組
み
.
絡
に
興
市
を
取
っ
て
な
さ
へ

、
心

の
内
に
観
念
し
て
・

あ
へ
な
く
首
を
打
落
し
立
退
か
ん
と
せ
し
が
・

念
度
第
じ
け
る
は、

奥
市
と
辿
能
と
未
だ
逢
は
れ
し
都
あ
る
ま
じ
。

若
し
疑
心
宿
り
て
は
同
名
し
で
も
栓
悲
し
と
、
則
興
市
が
幣
せ
る
刀

を
取
り

.
n
K
E添
へ
て
質
検
に
伽
へ
た
り
。
此
刀
は
甚
だ
隠
れ
な
か

り
し
か
ぽ
.

一入一
巡
飽
感
じ
っ
‘ヘ

手

に
持
ち
け
る
扇
を
平
左
衛
門

に
と
ら
せ
け
り
云
k

。
織
岡
窓
妃
に
云
ム
。
天
疋
十
年
の
春
、
信
長

公
甲
州
表
出
馬
民
付
、

越
後
の
景
勝
共
脈
を
伺
ひ
、
越
中
の
閑
人
を

相
諮
ら
ひ
、
一
撲
を
起
さ
せ
が
.
体
披
陀
桶
純
る
。
依
っ
て
柴
間
協
家
・

佐
久
間
使
政
・佐
k

成
政
・前
悶
利
家
の
問
符
.
越
中

へ
護
向
し
魚
津

波
を
取
忽
き
け
り
。
公
勝
、
長
興
一
郎
長
越
と
云
ふ
者
に
人
数

E
差

添
へ

、
能
州
へ
渡
海
さ
せ
、
彼
闘
を
掠
取
ら
ん
と
す
。
此
告
を
聞
き

長
九
郎
左
衛
門
遮
能
主
諮
し
、
彼
敵
を
防
が
し
む
。
連
総
削
乎
勢
を

献
じ
て

.
今
公
庫
に
あ
り
。

一
設
に
、
丈
木
と
は
銘
に
定
義
と
あ
る

ゆ
ゑ
と
ぞ
。
此
稔
信
用
す
べ
か
ら
歩
。

一
舎
に
、
此
刀
無
銘
に
て
三

所
陀
切
れ
あ

p
と
‘
日
間
開
制
宥
術
門
誌而
る
と
あ
り
。
平
次
校
中
'
る
陀
、

犯
容
昌
奥
日
記
に、
天
和
二
年
四
月
七
日
昨
日
於
=
御
舘
-
丈
木
之
御
腰

物
初
て
奔
a
見
之
日
長
さ
二
尺
一
寸
五
分
、
中
切
先
に
し
て
樋
有
v
之
、

た
い
は
い
ひ
ら
わ
な
り
。
赴
は
元
能
州
の
黒
期
間
之
長
茶
よ
り
仰
来
、

無
z
比
類
-
物
切
悲
り
。
共
傑
人
口
陀
あ
り
。
と
紀
州
叫
す
。
前
岡
家
体
来

名
物
刀
叙
守
山
肌
幌
に
も
、
丈
木
刀
と
減
せ
た
り
。

O
遊
佐
議
人
侍
詩

信
越
記
に
一
宮
ム
。
長
針
馬
守
の
息
女
は
、
遊
佐
孫
八
郎
忠
清
陀
嫁
す

云
々
。
如
庖
館
の
践
に
居
住
の
時
、松
枝
と
云
ふ
年
寄
り
た
る
女
、才

先
者
ゆ
ゑ
央
方
K
τ
用
事
共
勤
め
け
り
。
或
時
松
枝
、
小
柏
な
ど
染

め
さ
せ
ん
た
め
紺
屋
へ
行
き
け
れ
ば
、
さ
も
む
く
つ
け
た
る

m.
釜

の
火
を
焼
き
て
居
け
り。

兆
九
珂
つ
ど
り
さ
き
織
を
渚
て
、
松
枝
が
相
酬

を
つ
く
品
、、
と
ま
も
り
ゐ
た
り
。
松
枝
た
そ
ろ
し
な
が
ら
心
を
と
め

て
見
け
れ
ば
、
共
の
む
か
し
介
抱
せ
し
遊
佐
孫
八
郎
が
子
息
蹴
人
た

り
。
孫
八
郎
は
石
動
山
天
平
寺
合
戦
K
討
た
れ
、
孤
子
と
成
り
.
か

a
A

る
身
と
は
成
行
き
け
り
。
松
枝
舘
の
演
へ
防
り
て
、
如
庵
へ
市
し




